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府立刀根山支援学校 

校長 髙河原 健 

 

令和３年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

自身のコンディションを把握し、病気と向き合う力、目標の実現に向けて取り組む力、 

自身を大切に思うとともに、周囲の人を大切に思う心を育む学校 

１ 一人ひとりの「学ぶ意欲」を引き出し、「学ぶ楽しさ」を実感することで、治療に立ち向かう心を育てます。 

２ 病気療養中の児童生徒が、安心して安全に学ぶことで、自身の目標に向けて進もうとする意欲を育てます。 

３ さまざまな人とのつながりを通して、自分も他者も大切な存在であることに気づき、お互いを認め合う心を育てます。 

４ 家庭・病院・関係機関との連携のもと、病弱教育への理解推進を図り、支援学校のセンター的機能を果たす専門性の向上に努めます。 

 

２ 中期的目標 

１ 病弱教育における切れめのない支援の推進 

（１） 入院中の学習機会を積極的にとらえ、長期欠席等による未学習部分を補い基礎学力の定着を図るとともに、新しい学習指導要領に即して教育課程

を見直し「学ぶ楽しさ」「学ぶ意欲」につなげる。新しい学習指導要領に関する研修として、病院所在地の教育委員会で実施される研修会等で情報を

収集し、準ずる教育としての体制を整える。 

（２） 転入時より地域校との連携を進め、退院後の円滑な復学に向けた体制づくりを進めるとともに、児童生徒一人ひとりのニーズに応じたキャリア教

育・進路指導を行うことができるよう校内体制の充実を進める。 

（３） 病院・関係機関との連携を密にし、地域校を含めたケース会議の実施等、機関連携をコーディネートする役割を果たす。そのためのノウハウを教

員全員が身につけられるよう教員間の情報共有を密にし、チームによる支援を推進する。 

２ 病気のある児童生徒への支援の充実を図るための専門性の向上と支援の継承 

（１） 病弱支援学校では病院の診療科によって児童生徒の状況が大きく変わるため、病種に合わせた支援が必要となる。また、地域の学校においても同

じ病気のある児童生徒や、予後の支援の必要な児童生徒が在籍していることがある。自校の専門性向上に努めるとともに、センター的機能の一つと

して、病院と連携した公開セミナーを毎年企画実施し、地域の学校の教育力の向上に寄与していく。また、研究冊子にまとめることで、支援の継承

を進める。支援の継承の一環として、分掌会議の 30%にテレビ会議システムを取り入れ、部署間連携を推進する。 

 （２） 筋ジストロフィーのある児童生徒への支援においては、医療の進歩により地域の学校に在籍しているケースが増加している。本校で行っている支

援内容及び支援のノウハウを地域の学校に周知するシステムを構築する。また、令和５年度までに、教職員の学校教育自己診断における地域連携関連

の項目での肯定率 70％以上を達成する。 

 （３） 病弱支援学校は全国的にも学校数が少なく、専門性向上のためには他機関・他地域との共同研究が不可欠である。国立特別支援教育総合研究所へ

の研究協力、他府県の病弱支援学校との共同研究、大阪府の病弱教育の推進等、自校の専門性向上を図るとともに病弱教育全体の発展に寄与すると

ともに、病弱教育への理解推進を図る。 

３ 安心・安全の学校づくり 

 （１） 学校行事は児童生徒の成長に大きな意味を持つものであるが、実施に当たっては児童生徒の病状に合わせた行事内容であるかどうかを主治医・保

護者と丁寧に確認する。年度当初だけでなく、行事の実施計画を策定する段階で常に見直しを行うことで安全・安心な行事の実施につなげる。 

（２） 病弱教育における自立活動の在り方を全部署で検討し、児童生徒の実態に合わせた活動内容を作成し実践する。 

（３） 児童生徒や保護者にとって、より役に立つ「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」となるよう全部署で検討を行い、在籍中及び復学後の

支援や進路指導に活用できるようにする。 

 （４） 児童生徒理解及び人権の擁護、個人情報の保護、災害時の対応等、児童生徒が安心して安全に学校生活を送ることができるよう、校内体制を整備

するとともに、教職員研修等を活用して教職員の資質向上を図る。学籍に関する書類の扱いについて、統合ネットワークを活用した事務処理を推進

するため、引き続きインターネット環境の向上に努めるとともに、その環境を利用して会議のスリム化と情報の円滑な共有による時間外勤務の縮減

を進める。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和３年 12 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

※本校は児童生徒、保護者、教職員、医療関係者を対象に実施 

【アンケート回収率】 

 本校 訪問 阪大 精神 滝井 枚方 

児童生徒 66.7％ 15％ 76.9％ 100％ 100％ 66.7％ 

保護者 100％ 50％ 84.6％ － 55.5％ 66.7％ 

病院関係 83.3％ 84％ 59.1％ 100％ 100％ 66％ 

教員 71.8％ 

 

【学習指導等】（ ）内は前年度比 

・「学校は楽しい」に対する肯定的評価は、児童生徒 96％(△5P)、保護者

97％（△5P）と昨年に比べそれぞれの高い評価を得ている。授業の内容

に対する肯定的評価は、保護者 100％（±0P）に対し、児童生徒は 93%(±

4P)と上昇した。学力向上にとって授業力はその中心となるものであり、

今後さらに児童生徒の実態をより深く理解し、授業内容の充実のため研

鑽を積みたい。 

【生徒指導等】 

・「自分の将来や進路について考える機会がある」に対する肯定的評価は、

児童生徒 56％（▼6P）、保護者 77％（▼2P）で、児童生徒の評価が昨年

度より低下している。病弱支援学校では、転入転出が不確定であり、児

童生徒によっては、進路指導・キャリア教育を十分に行えないことがあ

る。将来に関する不安の表れであるので、一人ひとりの状況を見据え、

個別の相談支援を行うなど丁寧な指導を心がける必要がある。 

第 1回（6/22） 

○総合的な探究の時間について 

・新しい学習指導要領では、高等学校では探究の時間が設定されているが、支援学校

でも設定していくべきである。 

○行事について 

・パソコン交流会やプログラミング学習会は、GIGA スクール構想のもとでもあるの

で、できるだけ多く開催したほうが良いと思う。 

○個人情報について 

・個人情報については、学校現場での漏洩の問題が後を絶たない。個人情報の取り扱

いには十分気を付けていただきたい。 

第 2回（11/10） 

○コロナ禍における Wi-Fiなどの環境整備ついて 

・児童生徒が使用するタブレット端末の Wi-Fi環境についても整備をお願いしたい。 

  ・教職員の会議などにおいても、オンライン会議の手段を活用していくべきである。 

  ・医療機関との連携を保つ手段としても、オンライン会議を導入していくべきである。 

第 3回（2/15） 

○R3学校経営計画評価案について 

 ・今年度の重点目標に(1)と(3)の項目しかないが、(2)は重点目標としては外したということで

確認した。 

  ・外部講師を利用したプログラミング学習の自己評価が〇になっているが、評価指針では 1

回のところ 3回行っているので◎でもよいのではないか。 

    ・コロナ感染症で行うことができなかったものを（－）とするのはどうかという議論は昨年も
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【学校運営等】 

・「保護者の悩みや相談への対応」は肯定率 94％（△2P）となり、保護者

に寄り添った支援がより一層進んでいるものと考えられる。 

・「学校は、病棟と連携して教育活動を行っている」への肯定率は、85％

（△4P）、「問題への迅速な対応」は、85％（△6P）であり、学校への信

頼が以前に比べると高い水準に移行してきたと感じる。今後も、さらに

信頼関係が向上するよう連携を進めていきたい。 

あった。やむを得ずできなかったものは評価を考え直してもよいのではないか。 

○R4学校経営計画案について 

 ・中期目標の書き方について、評価指標の中に目標の数値しか書いていないが、令和

2 年度と令和 3 年度の実績データを載せるように支援学校では府教委からの指示は

ないのか。 

 ・オンラインでつながるハードルが下がった今ならできるのではないか。先輩の話を

聞く機会は子どもにとって貴重だと思うので実現して欲しい。 

 

 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標[R２年度値] 自己評価 

１ 

 

切 

れ 

め 

の 

な 

い 

支 

援 

の 

推 

進 

 

(１)基礎学力の定着

を図り、新しい学

習指導要領に即し

て教育課程を見直

し「学ぶ楽しさ」

「学ぶ意欲」につ

なげる。 

 

ア 教科を中心とし

た授業力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ICTを活用した交

流学習の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)病院・地域校・関

係機関等との連携

を推進する。 

 

ア 病院と連携した

行事やセミナーの

実施 

 

 

 

イ 地域校との連携

推進 

(１) 

 

 

 

 

 

 

 

ア・準ずる教育を行う支援学校として、教科教育

の充実を図る。そのため、部署横断的に教科

会を実施し、少人数グループで各教科の指導

案を作成する。成果を実践報告集にまとめ、

教員全体の授業力向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

イ・入院中の児童生徒は活動を制限されることが

多いので、ICT 機器を活用して WEB 交流会や

WEB 社会見学等を実施し、他者との交流を楽

しむとともに、主体的に学習に取り組む態度

を育成し社会に対する関心意欲を高める。 

・生徒を対象に、外部講師を活用してプログラ

ミング学習を行う。また、全病連ロボットプ

ログラミング大会にも参加する。 

・パソコン交流会等を活用して、授業の成果を

発表する機会を設ける。 

 ･スタジオ教室の整備と活用に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

ア・各分教室のある病院等と連携して、行事やセ

ミナーを実施する。また、学校で作成した教

材等を病院で活用できるよう連携を図る。 

 

 

 

イ・分教室の授業見学等を通じて地域校との連携

を推進する。 

(１) 

 

 

 

 

 

 

 

ア・教科会を年間に４回開催

し、指導案の検討・作成

を行う。 

 ・児童生徒の学校教育自己

診断における「授業はわ

かりやすく楽しい」に対

する肯定率 90％以上を

維持する。[90%] 

 ・令和３年度の実践報告集

を３月末までに作成す

る。 

 

イ・WEB 交流会、WEB 社会見

学を年間にそれぞれ１

回実施する。 

・全病連のロボットプロ

グラミング大会に今年

度も参加し、上位入賞を

めざす。 

・パソコン交流会を年間

に１回開催する。 

・外部講師を活用したプ

ログラミング学習会を

年間に１回開催する。 

・空き教室を活用し、配信

授業や動画教材を作成

するための機材等を集

中的に整備したスタジ

オを作る。 

 

（３） 

 

 

 

ア・病院関係者の学校教育自

己診断における「病院と

の連携」関連の項目での

肯定率 80％以上を維持

する。[81%] 

 

イ・分教室での児童生徒の授

業等の様子や指導方法に

ついて、地域校や関係者

の授業見学を実施する。

必要に応じてリモートに

よる引継ぎ等も実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研究教科会は、全体会としては２回の開催となっ

たが、各教科別の教科会は、随時 Web 会議形式な

どを利用し実施することができた。（－） 

・「授業はわかりやすく楽しい」の肯定的評価は、93％

で目標を達成することができた。（〇） 

・実践報告集は３月末に編集を完了し、次年度の発

行とした。また、できるだけたくさんの方に閲覧し

てもらうため報告集の発刊後、速やかに HP への

Webアップを検討している。（〇） 

 

 

 

・今年度も分教室間での WEB 交流会を１回、WEB社 

会見学会（天王寺動物園、ANA）は、２回実施し 

た。それぞれの会では、児童生徒が現地の説明者 

に多くの質問をするなど積極的に参加した。 

（◎） 

・ロボットプログラミング大会では、昨年に続き、近

畿東海北陸地区大会で優勝、全国大会ではベスト８

の成績だった。（◎） 

・外部からの来校者は入れずに、参加者をオンライ

ン形式でつなぎ、一般に参加者を募り、関西大学な

どの大学生に参加していただき、パソコン交流会

を 1回、実施した。（〇） 

・外部講師を活用し、プログラミング学習会を３回

実施した。（◎） 

・空き教室をスタジオとして整備した。ロボットプ

ログラミング選手権会場として活用したり、教材

の作成に役立てている。（〇） 

 

 

 

 

 

 

・病院連携に対する病院関係者の肯定的評価は、85％

で目標を達成することができた。昨年度より 4％上

昇した。（〇） 

・コロナウイルスの影響で、分教室への立ち入りが

制限された中であったが、精神分教室において地

域校や関係者への方の授業見学は、年間 11 回実施

できた。地域校の担任への引継ぎでは、必要に応じ

てリモートを利用し行った。（〇） 

２ (２)筋ジストロフィ (２) (２)  
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専 

門 

性 

の 

向 

上 

と 

支 

援 

の 

継 

承 

 

ーのある児童生徒

への支援システム

を構築する。 

 

ア 地域の学校に通

う児童生徒への支

援の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)国及び他府県の

特別支援学校との

連携を進め、自校

及び病弱教育全体

の教育力向上に寄

与する。 

 

ア 病院と連携した

研修の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 発達障がい等の

ある児童生徒への

支援の充実 

 

ウ 全国等の病弱支

援学校との連携 

 

 

 

 

ア・一昨年度に作成した冊子『筋ジスの理解と教

育』を活用して、地域の学校に通う児童生徒

への支援を広げていく。そのために、市町村

教育委員会と連携し、要望に応じてリーディ

ングスタッフを派遣する。 

･昨年度に改訂した「刀根山スポーツルール集」

を、関係校・関係機関等に配布し、地域連携

の推進を図る。 

 

 

 

(３) 

 

 

 

 

 

 

ア・各部署において、関係病院と連携した学校主

催のセミナーを実施し、府全体の支援教育力

の向上を図る。特に、府においても大きな課

題となっている依存も取り上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ・「わになるシート」の活用が地域にも広がるよ

うに研修会等で発表する。また、自立活動と

つなげる本校の取り組みを推進する。 

 

ウ・先進的な取組みを行っている学校を訪問し、

次年度の自校の取り組みに活かす。また、今

年度の近畿地区病弱教育ブロック推進委員会

会長校及び大阪病弱教育研究会幹事校とし

て、研修会等の企画運営にあたる。 

 

 

 

 

ア・教職員の学校教育自己診

断における「地域連携」

関連の項目での肯定率

70％以上をめざす。

[65%] 

・リーディングスタッフ

派遣回数 15 回[９回] 

・「刀根山スポーツルール

集」改訂版の配布 

 

 

(３) 

 

 

 

 

 

 

ア・WEB等も活用して、４部

署で６つのセミナーを

実施する。総参加者数

400 人以上をめざす。

[300人] 

・病院の学校教育自己診

断における学校との連

携に関する項目の肯定

率 80%以上を維持する。

[81%] 

 

 

 

イ・全国大会で実践発表を１

本以上行う。 

 

 

ウ・先進校を２校以上訪問す

る。 

 ・各研究連盟の業務を遅滞

なく行う。 

 

 

 

 

・「地域連携」に対する教員の肯定的評価は、63％で

昨年より 2%下降した。 (△) 

・リーディングスタッフの派遣は、昨年度同様、コロ

ナウイルスの影響で、中止になったり、延期になっ

たままのものがあり、回数減少の原因となったと

考えられる。最終的に５回の派遣であった。（〇） 

・「スポーツルール集」を６月にカラー刷りで発行し、

関係各所に配布した。また、さらに新種目を考案し

追記を進めた。（〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・当初４部署で開催を計画したセミナーは、コロナ

ウイルスの影響により１部署で実施を取りやめた

が、残りの３部署で実施することができた。滝井分

教室では、滝井セミナー「起立性調節障がいについ

て」「摂食障がいについて」、精神分教室では、「ト

ラウマ・インフォームドケア」「ゲーム依存につい

て」、枚方分教室では、「病弱教育と新教育課程に

ついて」の内容で実施した。今年度も WEB を活用

して実施することにより、参加者の総数は 300 名

を超えた。（〇） 

・病院連携に対する病院の肯定的評価は、85％で昨

年度より 4％上昇し、目標を達成することができ

た。（〇） 

・全国病弱虚弱教育研究連盟全国大会にて、わにな

るシートの活用について実践発表を行った。（〇） 

 

 

・コロナウイルスの影響により、先進校訪問は行え

なかった。（－） 

・近畿地区病弱教育ブロック研究推進委員会、大阪

病弱教育研究会の幹事校として様々な研修の企画

運営にあたった。（〇） 

 

３ 

 

安 

心 

・ 

安 

全 

な 

学 

校 

づ 

く 

り 

 

(３)「個別の教育支

援計画」「個別の指

導計画」の活用を

促進し、在籍中及

び復学後の支援に

役立てる。 

 

ア 「個別の教育支援

計画」の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)児童生徒理解及

び人権の擁護、個

人情報の保護、災

害時の対応等、児

童生徒が安心でき

る、校内体制を整

備する。 

(３) 

 

 

 

 

 

 

ア・昨年度は部署ごとにキャリアパスポートの目

標を盛り込んで、「個別の教育支援計画」の様

式を部署ごとに整理し改訂した。今年度は、

「個別の教育支援計画」の活用に対する教員

の意識の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

(４) 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

ア・教職員の学校教育自己診

断における「個別の教育

支援計画」に関する項目

の肯定率 95％以上を維

持する。[98%] 

・本校での評価が復学後

の進路指導に活用できる

よう、教務部と進路指導

部を統合した分掌を設置

する。 

 

(４) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「個別の教育支援計画」に関する教員の肯定的評価

は、91％で昨年度より残念ながら 7%下降した。「個

別の指導計画」の改定作業などを行うと、教員の意

識は向上するが、今年度は新様式になり少し意識

も薄れた感じである。（△） 

・進路支援部を設置し、復学後の進路指導に対応で

きるよう、成績に関する規約を進路指導部で設け

た。（〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



№Ｓ４３ 

 

府立刀根山支援学校 

 

ア 人権教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 会議のスリム化

と情報の円滑な共

有による時間外勤

務の縮減 

 

 

ウ 個人情報の保護

及び災害時の対応

の強化 

 

ア・人権教育に関するセミナー等を積極的な受講

を促進し、受講者による伝達を行う。 

・いじめの未然防止に取り組むとともに、相

談しやすい雰囲気を醸成する。 

・児童生徒からいじめに関する訴えがあった

場合は、深刻化する前に、早期解決に向け

て迅速に取り組む。 

 

 

 

 

イ・テレビ会議システムやグループメールを活用

して各分教室の教職員への連絡を実施するこ

とで、運営委員会等の会議をスリム化し、時

間外勤務時間の減少を図るとともに、情報共

有の円滑化を図る。 

 

ウ・年度当初に個人情報の取り扱いについて、全

教職員で確認を行い、ダブルチェック及び記

録簿への記載等について周知徹底を図る。 

・訪問教育で派遣教員の多い病院に災害備蓄

品を配備する。 

 

ア・教職員の学校教育自己診

断における「人権教育」

に関する項目の肯定率

80％以上を維持する。

[83%] 

 ・いじめ防止委員会を前年

度と同様に１か月に１回

開催する。 

 

 

 

イ・WEB連絡会（毎月１回） 

 ・校内のネットワーク環境

のさらなる整備を進め

る。 

 

 

ウ・記録簿の不定期チェック

を毎学期１回行う。 

 ・派遣教員の多い訪問先病

院への備蓄品の配備を年

度当初に行う。 

 

・人権研修を年間３回実施した。また、「人権教育」 

に関する教員の肯定的評価は、94％で、昨年度よ 

り 10%上昇した。（〇） 

・いじめ防止委員会は、毎月 1 回開催することがで

きた。（〇） 

 

 

 

 

 

 

・WEB 連絡会は、月に１回開催した。（〇） 

・出退勤のスリットが設置されていなかった分教室

に簡易型のスリットを整備した。各会議で Web 会

議を取り入れるなど各分教室間のネットワーク環

境は整備が進んだ。（〇） 

 

・記録簿の確認は学期毎に１回実施した。（〇） 

・派遣教員の多い訪問先病院には、災害備蓄用品（ソ

ーラー式発電機３セット）の配置を行った。（〇） 

 


